
◎成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成

育医療等を切れ目なく提供するための施策の総合的な推進に関

する法律 
（平成三〇年一二月一四日法律第一〇四号）（衆）   

一、 提案理由（平成三〇年一二月六日・衆議院本会議） 

○冨岡勉君 ただいま議題となりました両案について申し上げます。 

 まず、成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医療等を切れ

目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律案について、提案の趣旨及び内

容を御説明申し上げます。 

 本案は、成育過程にある者等に対し必要な成育医療等を切れ目なく提供するための施

策を総合的に推進するため、成育医療等の提供に関する施策に関し、基本理念を定め、

国、地方公共団体、保護者及び医療関係者等の責務等を明らかにし、成育医療等基本方

針の策定について定めるとともに、成育医療等の提供に関する施策の基本となる事項を

定めようとするものであります。 

 本案は、昨日の厚生労働委員会において、全会一致をもって委員会提出法律案とする

ことに決したものであります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

……………（略）…………… 

二、 参議院厚生労働委員長報告（平成三〇年一二月八日） 

○石田昌宏君 ただいま議題となりました三法律案のうち、まずは厚生労働委員長提出

の二法律案につきまして、その提案の趣旨及び内容の概要を御説明申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要な成育医療等を切れ

目なく提供するための施策の総合的な推進に関する法律案につきまして、厚生労働委員

会における審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、次代の社会を担う成育過程にある者の個人としての尊厳が重んぜられ、

その心身の健やかな成育が確保されることが重要な課題となっていること等に鑑み、成

育過程にある者等に対し必要な成育医療等を切れ目なく提供するための施策を総合的に

推進するため、成育医療等の提供に関する施策に関し、基本理念を定め、国、地方公共

団体等の責務等を明らかにし、及び成育医療等基本方針の策定について定めるとともに、

成育医療等の提供に関する施策の基本となる事項を定めようとするものであります。 

 委員会におきましては、提出者である衆議院厚生労働委員長冨岡勉君より趣旨説明を

聴取した後、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


